
庄司総一「月来香J論

一一病院、産婆、 0941）の台湾 ① 

リョウ シュウケン

屡秀婿

一．はじめに

庄司総一「月来香」は 1944年9月上旬から同年の 11月下旬にかけて、台湾

新報社刊行の雑誌 『旬刊台新』において計9回にわたり連載され、本島人の女

性、龍氏滋美と息子の梶井次郎を中心に描かれた小説である。17歳の時、台

湾南部の梶井医院に女中としてつとめた滋美は、医師梶井永吉の子を身ごもっ

た故に、里に追い払われ、さらに誕生したばかりの我が子までも引き取られて

しまう 。無学文盲だ、った滋美は奪われた子を偲びながら、幼稚園の先生を経て、

やがて「台北医院」の産婦人科で看護婦の資格を取得し、産婆として生計を立

てることになる。

一方、中学生になった時、梶井次郎は実の母が本島人であることを知ってし

まうのだが、感情的にその事実を受け入れることができない。しかし長年念願

した海軍兵学校の試験に失敗したことがき っかけで、自分の中に「立身、出世、

打算、功利の俗念」が潜んでいたことに気づく 。そして、甲種飛行予科練習生

に採用された次郎は、訓練が終わって帰郷した際に滋美を訪ね、はじめて彼女

を「お母さん」と呼びかける。作品の末尾で、大東亜戦争勃発後、マレー沖海

戦で次郎が戦死した知らせを受けた滋美は、「海の荒鷲の母」「永遠の母jとし

て誇らしく逗しく生きぬくことを決心する。

庄司総ーは、連載が始まる前の 8月号に載せた「作者の言葉Jで、「今や日

本は大いなる困難に遭遇し、一億国民は闘魂をみなぎらせて仇敵撃滅を期して

ゐる。だが、勝利への道には大東亜民族の親和総力、いはば血の総合が必要
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だjと作品への自負を述べている。そこには、彼の戦争への眼差しが伺える。

本稿は、作中に頻繁に出てくる医院、産婆、輸血などの医療関連をめぐる描写

に焦点を当てながら、従来軍国的母親像に遠ざかれる本島人女性が「永遠の

母」とした描けた （1941)の台湾を主人公龍氏滋美を通して検討し、作品に新

たな読みを試みるものである。

従来「「混血児J梶井次郎と母龍滋美を中心とした物語である②Jといった

二本立ての捉え方で本作品を捉えてきたが、その最も大きな原因は、作者が連

載小説の予告で書いた「この小説は内地人の子を生んだ一本島人女性の二十年

に亙る苦闘史であると共に二つの血を半々に享けついだ青年次郎が日蔭者であ

る龍氏滋美を魂の中で真実母として浄化し、親子の愛を獲得せんとした悩み多

③ 
い精神の発展を描いたものである」という紹介の辞と深く関わっていると考

えられる。しかし、星名宏修氏が、「混血児」の角度からこの作品を検討し、

「「混血児」の「悩み多い精神の発展」を表現しようと試みたこの小説は、

（略）「他者」としての台湾人を描くことに成功しなかったのである④」と指摘

した。つまり、梶井次郎が「混血児」であることを知った当初は、ショ ックを

受けたが、深刻な悩みには至っていなかったほか、「皇民化と優生学の言説が、

「混血児Jをめぐってせめぎあう血液の政治学は、次郎には無縁のものであっ

た。さらに、植民者と被植民者の間で引き裂かれるアイデンティティの動揺も、

彼にはさほど問題とならなかった⑤」のである。確かに次郎には悩みはあった

が、葛藤はなかったと言えよう 。したがって、本稿は、星名氏の論を受け継ぐ

形で、作品の中心は、「「混血児」梶井次郎と母親の龍滋美を中心とした物語J

ではなく、むしろ、本島人女性龍滋美が 〈軍国の母〉になるまでの道程にある。

息子の梶井次郎はあくまでも龍滋美を検討する上での子としての梶井次郎だと

考えたほうが妥当であろう 。以下は、龍滋美を中心として、本島人の彼女が如

何なる道を歩んで く軍国の母〉一作中の言葉でいうと「海の荒鷲の母」になり

f尋たかどうかをt来ってみる。
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ニ．〈美談〉の成立 「護国の鬼jと「海の荒鷲の母J

本作品は第一回目の連載で、無学文盲だった本島人龍滋美という片田舎の百姓

の娘を描くことから始まり、最終回の末尾でマレー沖海戦で戦死し、「護国の

鬼」になった息子次郎と同様に、自分も「永遠の母として、独り誇らしく、逗

しく生き抜かねばならぬ」と励む彼女の姿を以って物語が閉じている。「無学

の文盲jから「永遠の母」へと成長した龍滋美の姿からみれば、「月来香Jを

龍滋美の「サクセスストーリー＠」として読むことができる。更にいえば、日

米開戦時にマレー沖海戦で名誉の戦死を遂げた次郎と、それを知ったにもかか

わらず、 j戻を忍びながら職域奉公を堅持する龍滋美が、それぞれ「護国の鬼J

と「海の荒鷲の母」へと昇華され、一つの〈美談〉に成り果てたともいえよう。

この龍滋美の献身的な姿並びに梶井次郎が参与したのが日米開戦の戦役だっ

たことから、龍滋美が「軍神の母」に警えられていることが容易に想起できょ

う。周知のように、 1941年 12月8日未明、日本がアメリカの真珠湾を奇襲攻

撃し、正式に太平洋戦争に突入した。大本営が戦意昂揚と聖戦完遂を図るため

に、真珠湾攻撃で戦死した九人の「特別攻撃隊」の決死行為を讃え、彼らを

「九軍神」として祭り上げて、その母を「軍神の母」として誉め讃えたのであ

る。そして、これが契機で「軍神の母」が一つの時代ブームにもなった⑦。矢

津美佐紀氏は「軍神の母」というコラムで「〈軍神の母〉とは、まさしく〈軍

神〉を産み「お国のために立派に死ぬ」まで育て上げた後、気丈に「銃後を護

る」母のことである⑧」と述べ、「軍神の母」を定義している。

その後、昭和 18年、「大東亜戦争緒戦の赫々たる勝利により大東亜光栄圏の

基礎は確立したとは云え、戦局は長期戦の様相を呈しつつあった昭和十七年の

夏、聖戦完遂の国民士気昂揚を計るために、 この尊き無名の母を一道三府四十

三県及び樺太全国津々浦々に尋ねて「日本の母Jとして顕彰する⑨」という企

画が読売新聞社により立てられ、『日本の母』という一冊の本が発行されたの

である。岩淵宏子氏が、顕彰された四九名の「日本の母」を検討し、次のよう

にまとめている。
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ほとんどが夫と死別（戦死、病死）あるいは離別後、女手一つで極貧の家

を守り抜き、多くの子供たちを立派に養育した母親たちである。家は農家

がもっとも多い。子供は、ほとんどが男子であり、国のために軍人として

尽くす道を自ら選び、母はその夫や子供が戦死をしても、動揺せず心乱さ

ず、祖国に忠誠を捧げられたことを誇りに思う 。まさに、「勇気 ・勤勉・

堅忍 ・無私・ 慈愛jをも って「献身的精神の権化」となった「軍国の母」

たちである⑩。 （傍線は引用者、以下同様。）

作中で、無学だった龍滋美が勤勉で堅忍した精神で国語を学び、やがて産婆

の試験を通り、免状をもらった。そして、息子次郎の未来を計り、一生息子と

会わないことを奥様の梶井朔子と約束することになるのだが、そこから彼女の

無私と慈愛に満ちた一面がうかがえる。無論、最も大事なのは、息子が戦死し

ても職域奉公を続ける龍滋美の献身的な行為であることは言を侠たなく、そん

な彼女が戦時下に描いた「軍国の母J像に適うものだといえよう 。

ところが、龍滋美が「軍国の母Jとして成し遂げるには、息子次郎の容認が

必要である。それは、次郎の悩み、「自分が母親を二人持ってゐるってこと

だ」に由来したからである。次郎には三人の母がいる。一人は生みの母龍滋美

で、一人は次郎が生まれて一週間のうちに滋美から奪い取った梶井永吉の奥様

朔子で、最後は、朔子が亡くなって、次郎の継母になった直子である。しかし、

梶井朔子が亡くなったとき、次郎はまた幼く、朔子の母親としての記憶は薄い

ものであったということから、ここでの二人の母親とは、生みの母龍滋美と育

ての母直子とする。それにしても、そもそも本島人の母を持ったことでショッ

クを受けた次郎が、なぜ滋美を母として受け入れたのだろうか。

三近代化／皇民化の練成一国語、病院、産婆

作品の最終回で次郎が渡洋爆撃に出動する前に、龍滋美を「お母さん」と称

して、彼女に遺髪の入った桐の小箱を渡したことから、次郎が龍滋美を母とし
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て認めていたことが分かる。このような次郎の行動や容認によってはじめて、

龍滋美が「海の荒鷲の母」と自認する自信を持ちえたのである。しかし、ここ

で注意を要するのは、次郎は最初から決してすんなりと受け入れなかったとい

うことである。

会ふ前に彼が心に描いてゐたのは、もっと年をとった女だった。まさか纏

足してゐるとは考へなかったが、とにかく大頭髪といふ台湾雷を結ひ、台

湾服をき、さらに横榔の実を噛んで歯を薄黒くしてゐるやうな女0 ・…・・・自

分を生んだ女の想像は、初めから賎しい薄きたない感じで蔽はれてゐたの

だ。／従って、そのひとの喋る国語にたいしても期待が持てず、意志の疎

通すら危ぶまれた。 （「月来香J第 6回、傷める花、 P32)

傍線部のように、次郎は本島人の母を想像していた。この次郎の本島人母像

はとりもなおさず、当時、 一般的に持たれていた本島人女性像と同じである。

ところが、次郎の前に現れてきたのは、「ほとんど詑りがないのみか、歯切れ

のいい快い言葉でさへあった」、流暢な国語を話す滋美であった。そして、「そ

のひとの容姿、態度、言葉使ひ、それら身につけた装ひと慣はしのために、次

郎が錯覚に陥り、本島人だといふ意識からはみ出した」と言い、つい龍滋美が

本島人であることを忘れてしまうのである。

更に、次郎の姉光子が「お産婆さんをして、いまとても流行ってるんだって

ね。安達さんの話ぢゃ、字もろくろく書けない…・・・・（中略）無学な娘だったさ

うだければ、いまは立派にやってゐるんだもの、ょっぽと苦労して勉強したの

ね。えらいと思ふわ」と言い、実の母が本島人だったことで落ち込んでいる次

郎を慰めようと、龍滋美の美点を一々取り上げたのである。ここで、見逃せな

いのは、「お産婆さんをして、いまとても流行ってるんだってね」という言葉

である。姉の光子が真っ先に挙げたのは、産婆という仕事である。

無免許で経験も腕もひどい旧来の産婆－拾国婆ーとは違い、正式の産科の訓
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練を受け、試．験を通った龍滋美の産婆という仕事は、病院によってイメージさ

れる近代性と専門性を有しているものである。

それのみならず、 1941年 1月に「東亜共栄圏を建設して其の悠久にして健

全なる発展を図る皇国の使命」を達成するため、「我国人口の急激にして且つ

永続的なる発展増殖と其の素質の飛躍的なる向上とを図ると共に東亜に於ける

指導力を確保する為」、また「高度国防国家における兵力及び労力の必要を確

，⑪ 
保するJことで、「人口政策確立要綱」が決定された 。当時、出産の奨励が

計られるなかで、出産に第一線で携わる産婆は「草の根の先兵⑫」としてみな

されていた。当時の国策である 「産めよ殖やせよ国のため」の遂行、「子宝報

国」、「多産報国」が声高に賛美される時代の中、産婆が担った役割から考える

と、当時の龍滋美の社会地位は極めて高いといえよう 。

要するに、次郎は母が本島人だったことにショ ック を受けはしたものの、龍

滋美が本島人でありながら、彼女の身なりや、流暢な国語、本島人臭くないこ

とに加え、当時国策遂行の先兵ともいえる産婆という職業を有していたという

ことから、激しい抵抗はみせなかったのである。無論、いうまでもなく、それ

は、龍滋美が近代化並びに皇民化を深化した本島人と深く関与したからである。

四．輸血一生まれ変わる措置

星名宏修氏は台湾皇民化期の文学を論ずる際、「血液Jの問題を取り上げ、

「「台湾人」にと って「日本人」との聞に横たわる「血液」の「障壁Jを超越す

，⑬ 
ることは、切実な課題であった」と指摘した。確かに、台湾人は日本人にな

るために、いろいろな解決方法を考慮していた。例えば、周金波は、「志願

兵」（『文塞台湾』 1941.9）で戦争に志願し、「血を流す」ことを通して日本人

になろうという方法を提示したO また、陳火泉は、「道J（『文義台湾J1943. 7) 

で結局敗北という結果に至ってしまったものの、国語を精神の血液とみなし、

国語を持って純血主義者を退けようと試みた。

本作品で、「理性では、龍氏滋美を母と認めても、感情では、依然受け容れ
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ることが出来ない」と，思った次郎は、急性肺炎に，罷った龍滋美に輸血したこと

で、その「障壁」を乗り越えたのである。「血をとっても、恐らくは助からな

いとすれば、むしろ、血を加へることのはうに、なんとなく人間的な a情愛の深

さを感じないではゐられなかったのだ。それは科学の超越、論理の飛躍、とい

ふものであり、そこから生れた、極めて稀れな現象を人は奇跡などといふので

ある」。

要するに、龍滋美が次郎の血を受けたおかげで、蘇生を成し遂げ、あたかも

生まれ変わったようになった。「お互ひの血が音をたてて流れた。輸血をした、

比較的近い過去から、生れた遥か遠い日の源へ、血は逆に流れていった」とあ

るように、次郎の血が逆戻ることにより、龍滋美は本島人のままではなく、内

地人の血をヲ｜いて、頑なに立ちはだ、かった純血の「障壁」を乗り越えたのであ

る。

更に言えば、「連載小説予告」で「勝利への道には大東亜民族の親和総力、

いはば血の総和が必要だ。「アジアは一つ」と喝破した岡倉天心の言葉に「ア

ジアの血は一つJといふことに最後の解決を求めなければならぬと思ふJとい

う作者の言葉を念頭にいれれば、内地人と本島人の血を同時に受け継いだ混血

児の梶井次郎のみならず、本来「血の総和」が不可能だった本島人の龍滋美も

「輸血」という処置を通して、「血の総和」「アジアの血は一つ」が成し遂げら

れ、それぞれ「護国の鬼」、「荒鷲の母」と化したことによ って、聖戦を「勝利

への道」に導くことを熱く期待する作者の思いがうかがえる。

五〈月来香〉一本島人の〈軍神の母〉

作品を追ってみると、無学文盲だ、った小娘から教養のある女性へと変わる龍

滋美の成長ぶりがわかる。そして、婦長の「あなたは本島人だし、第一規則と

しては、年齢を超過してゐるのよ。でも、××先生の紹介だから、まあ入れた

のだけれどJという産婆を希望している滋美に向けられる言葉からも分かるよ

うに、もともと本島人がなる資格のない産婆に、彼女がなったのである。最後
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に、本島人には軍人になる資格が許されなかった当時、本島人の母は決して

「軍神の母」にはなれなかったが、滋美が次郎の容認を得て本島人の「軍神の

母」となったのである。この龍滋美の姿はまさしく皇民化が進むなかで「一視

同仁jを最も代表できる模範だと言えよう 。輸血を通して彼女の血を総和させ

た作者も恐らく聖戦を銃後で支える一翼を彼女に期待した。

ところが、聖戦を「勝利への道Jへと導く模範のはずでもあった滋美は「世

に知られず」、「認められずJ、「慰められす」「軍神の母Jであった。第一回目

の連載冒頭で「人は永い一生の間には、それぞれ過ちゃ失敗を重ねるが、その

都度、適当に償はれたり、よろしく忘れたりする。だが、なかには一度犯した

が最後、どうにも拭ひきれず、生涯身に付纏ふやうな過ちゃ不運といふものも

あるのである」というように、「龍氏滋美の不幸Jが語られる。先走っていえ

ば、要するに龍滋美が姦通の罪を犯した故、腹を痛めて生んだ我が子と一生

「明るい太陽の下に出」て会うことができない罰が下されたからだと語り手が

暗に示しているのである。

一方、「智慧の悲しみ、といふものだった。物事を知るにつれ、過去におい

て己れの犯した罪が、どのやうなものであったかを厳しく意識するやうになっ

た」、「自分の罪にたいするせめてもの償ひだ」とあるように、滋美も自らの犯

した罪を強く意識している。そのような罪を犯した龍滋美は作中に「日蔭者」

として夜にしか香り濃く咲かない月来香に例えられたのである。

ところが、作中に書かれた月来香をめ ぐる描写や龍滋美の反応をつぶさに検

討してみると、 滋美が「明るい太陽の下に出jられない、「世に知られずj、

「認められず」、「慰められす」「不幸」は、必ずしも彼女の罪に由来したわけで

はないのである。

飛行訓練を終えて四年ぶりに台湾に戻ってきた次郎が、滋美に会いに行った

時に「お母さん、街へ出てみないか？ 」と誘った。「そりゃ駄目よ、次郎さ

ん」と滋美が世間を↑車って断ったが、次郎の熱い誘いで同意した。その時に、

滋美はわざわざ和服に着替えたことを次のように考えた。
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いま滋美がわざわざ和服に着換へたのは、世間の人の目をごまかさうとい

ふ下心からではなく、海の荒鷲の母として、たとへ一日だけのことにしろ、

初めて明るい太陽の下に出るには、キモノでなければ、自分自身ピツタリ

しない気がしたからだ。 （「月来香」完結篇、永遠の母、 P31)

ここで、注意すべきなのは、滋美が和服に着替えた理由は世間の人の目をご

まかすためではないと述べたところである。それを裏返して考えれば、和服に

着替えたことによって隠せるのは、本島人であって、姦通という罪ではないの

である。更にいえば、滋美が次郎の将来を心配する時に、「次郎が将来、お役

人になるにも、軍人になるにも、隠れた本島人の母がある事実が分れば、立身

出世の邪魔になる」と、姦通という罪を気にかけているというよりは、むしろ

自分が本島人出身であるという方を悩んでいるのだろう 。これを確認した上で、

再び月来香について考えてみる。月来香とは、「白百合の小さい花弁が沢山集

って出来たやうな花で、ほのかな香気を持ってゐる。本島の婦人は好んで香気

の強い生きた花を頭髪に挿すが、これもその一つだった」。夜しか花咲かない

月来香が暗示するのは、罪で日に出られないというより、むしろ、本島人であ

ることで太陽の下に出られないというほうが妥当であろう 。

そこで、昼食の時間に飛行機に乗って、龍滋美の家を狙って一束の月来香を

飛行機から龍滋美に投げた次郎の行動は、月来香は必ずしも夜にしか出られな

いものではないと暗に警えているほか、その後、滋美を街へと誘ったことは、

正に世に母が本島人だ、ったことを告げるものである。これを見極めることによ

って、浮き彫りになったのは、龍滋美を「日蔭者」にさせたのは姦通を犯した

罪ではなく、本島人出身であるということである。そこで再び作者の言葉を考

えてみよう 。

作者庄司総ーが連載の予告で本島人龍滋美、ひいて彼女によって意味される

大東亜民族の人々に聖戦に献身的な行動をとるよう大いに期待している一方、

その彼らが帝国によって与えられるのは、「世に知られずj、「認められず」、
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「慰められす」、虚ろの「一視同仁Jでしかないのである。そ して、この帝国の

虚偽を赤裸々に露呈できるのは、正に志願兵制度がまだ実施されてない 1941

年でしかないであろう 。
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＊討論要旨

村尾誠一氏から、 1941年の台湾において主人公が軍に日本人として志願することになる点をどう

考えるかという質問があり、発表者は、本作品では内地人の父と本島人（台湾人）の母の混血児であ

る主人公が、父に引き取られたがゆえに日本人として志願するが、この設定が翌 1942年の日本軍へ

の志願兵制度導入以降は見えにくくなる差別の問題を浮かび上がらせており、台湾人の母である滋美

のように誰もが軍国の母になれると語りながら、実は正々堂々とはなれないことを暗示する作品とな

り得ていると答えた。村尾氏より更に、そうすると滋美が軍国の母になることには相当複雑な人間関

係を読み取ることができ、単に当時の制度を賛美する小説ではないと評価できるのではないかとの質

問があり、発表者は、そう考えたいと述べた。続いて、司会者・戸松泉氏より、このテクス トを取り

上げたのは歴史的な表象としての再発見を意図したのか、それとも文学テクストとして評価できると

考えるのかという質問があり、発表者は、本作品は文学テクストとして評価し得るもので、①植民地

時代の小説の中で、台湾人を軍国の母と設定した作品が非常に少ないこと、 ②次郎と滋美の親子関係

は世に明かすことができず、次郎がそれを世に知らせる方法として選んだ、飛行機の上から月来香の

花ひと束を投げるシーンが非常にロマンチックで読者の心を動かすことに、特に意義を見いだせると

応答した。
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